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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· 10/15準夜チーフを高橋正臣さん→小泉彰さんへ変更となりますので、当日準夜のスタッフは周知して下さい。（理由：夜勤回数の調整のため）
＜患者様連絡事項＞

・飯豊　信雄様…本日朝食後（9時15分）より、荷物をまとめている事があり昨日田名部Drが退院してもいいって、退院するからと黙々と整理し、介入・説明のたびに口調の荒さや易怒性があり、主治医へ報告し東Aユニットへ移動の指示あり。本人様へ説明するが、退院すると話し、興奮され粗暴的となり、男性スタッフ4名にて対応しています。主治医指示にてレボトミン施行（9：55）右肩へ施行し、東Aユニットへ転出となっています。
＜9月24日転入予定患者様情報＞

・佐々木　康子様　(52歳)　

病名：統合失調症（F20）　病棟：西Bユニット　入院形態：任意入院

主治医：川端Ｄｒ
＜現在の様子＞平成14年9月に被害関係妄想が出現。奇異な行動をとるようになったため平成15年5月23日当院を受診し医療保護入院となる。徐々に症状改善し入院治療に対する理解が得られる状態となったため平成19年4月5日任意入院切り替えとなる。平成16年12月大量服薬あり意識低下し合併症へ転入。胃洗浄行い意識を取り戻す。平成19年11月徐々に症状改善し本人の希望する社会復帰にむけ、生活リズムを整え金銭管理・自己服薬管理に取り組んでいた。精神的に不安定さあり「家に帰りたい」と言う事あり家族へ月1回の外出を要請し外出していた。平成20年10月母に会いたいという思いから外出時離院し、タクシーで自宅へ帰ってきていると姉様より電話があり。現在夜間は、早朝覚醒あるが精神症状は落ち着いている。日課は自分のペースで行なうことできている。主治医と家族面談を行い今後は2～3ヶ月に1回の外泊を検討することとなっている。

＜OT一週間報告・検討＞

· 滝田　英人様…作業休まれている事があり、声掛けしているが起きれずにいる。

　　　　　　　振り返るが、夜は休まれているが、作業にくるまでなにかがある、うまく表現できないがと話される。病棟の評価としては、夜は休めるようになってきたとのことだが、担当スタッフと睡眠時間について振り返りながら、作業中の居眠りを改善していきましょう。作業での対策としては、寝る前には声掛けしたり、必要に応じては、風に当たるなど眠気を覚ますよう促して行く事としています。

· 菊地　明子様…下肢のムズムズ感はある様子だが、取り組み姿勢は良い。現在は　

折り紙を行なっており、色塗りより楽しまれている。

· 八木橋　牧雄様…特定の患者様（東病棟畑山様）に対し、イライラを訴え作業に

　　　　　　　　集中できていない様子もある。時に他者の咳や、物音にもイライラしている様子が伺えていました。お兄様や主治医との面談後はイライラした様子はなく取り組まれている。今後は作業の取り組み状況やイライラ感について観察していきましょう。

· 全体としてトイレに行かれる方がおり、北病棟では戸賀沢潔様、伊藤雄一様2名が目立つとの事。誘導スタッフは移動前にはトイレに済ませるよう促していますが、変わらないようであれば、飲水量観察していきましょう。

＜接遇委員会＞

· 院内新聞に掲載された、意見について再度振り返っていただくために勉強会を実施しています。

（意見）

1 言う事を聞いてくれない。

→煙草や嗜好品の要求で自分の思い通りに行かないために意見が上がったのではないか。解決のためには制限などされている場合には理解していただけるまで工夫しながら、説明していく必要がある。

2 こまめに言葉をかけて欲しい

→患者様の方からコミュニケーションを取りたいが、なかなか自分からは話しかけられないのではないか。担当スタッフはもちろんだが、スタッフは積極的にコミュニケーションをとっていきましょう。また、北病棟ではSSTで必要な時に自分から他者やスタッフへも話しかけれるように練習して行きましょう。

3 ナースステーションへ何か頼みに行ってもぞろりといても無視される。

→スタッフより、意識して患者様とのコミュニケーションを図ろうと言う事を持つ必要があることや、患者様を優先とし対応していきましょう。

4 たまにパソコンや電話をやめて話しに乗ってきて欲しい

→②の意見と同様で患者様からコミュニケーションをもとめているので、スタッフは積極的にコミュニケーションを持つようにしましょう。　

5 対応のいい方と悪い方がいて、全体的に無愛想な印象です。

→表情をみて話しかけにくい状況を作ってしまうと、コミュニケーションがとれず、治療にも影響がある可能性があるので、スタッフはゆとりをもって仕事に取り組むようにし、表情や態度に表さないよう注意していきましょう。

※コミュニケーションにより、患者様から得られる情報は治療の上で大切に

なります。患者様が何を感じ、どのような症状があるのか、観察するため

にとても必要な能力となります。

＜川端Dr.診察状況＞

· 鈴木　茂子様…服薬自己管理開始していく為、日赤病院の売店へボード購入目的

にて、9月29日（火）15時～スタッフ付き添いにて外出予定となります。付き添い料が発生する事伝えています。金銭に不安がある様子でしたが、ボード購入を姉に連絡し、お金をもっていくとの事で、安心された様子がみられています。購入後は入金されるまで、金銭の管理をしていきましょう。物のやり取りがないよう注意していきましょう。

· 戸賀沢　潔様…作業療法中もトイレに行く事目立ち、日中に１時間に１～２回排　

尿があるとのことで、過飲水傾向にあります。飲水する理由としては、便がでるからと話されています。主治医より、目安としては、飲水量1.5L/日をペットボトルで管理し、コーヒーは３杯までとしています。また、3時間に１回のペースにしていくようにとの事です。担当スタッフは飲水制限について話し合っていきましょう。

· 山火　るい子様…先日面会にこられ、弟様より埼玉の娘のところに行くようにし　　　　　　　　　

ないかと話があり、本人様はその時には、行きたくないと話されたり、やっぱり行きたいとも話され、迷われている様子が伺えること情報提供しています。診察時には、その話があったことは覚えておらず、曖昧な様子があります。主治医より、今すぐではなくても将来のことを考えた場合には埼玉に行ったほうがよいと伝えています。時折埼玉に行きたいのか確認していき、いくと言うことが多くなった場合にはご家族へ情報提供していくようにと、指示がありますので周知してください。

· 吉田　富秋様…パン食の時にお腹がすくと常食分のパンを取る事があり、説明に　

は納得できず、渋々了解される事があります。主治医へ情報提供し、診察時には本人より、軽食だとパンが少なくくるからお腹がすくと話されています。主治医より、パンのみ常食と同じ量、他は軽食でとの指示がありますので、周知指定下さい。今後体重がふえるような事があれば、検討するが我慢せず話すよう説明され、了解されています。本日の夕からパンのみ常食と食事変更となります。

· 浅野　秀子様…一日中便が出る感じがある。肉を食べると便が出るから肉禁にし

て欲しいと希望がある。主治医より、肉を食べると便秘になること、コーヒーは便がでやすくなること説明受けています。本人様の強い希望にて、本日夕より肉禁の指示がありますので、周知してください。また、手洗いは現在も10回以上洗う事があるとの事で、1日３回を目安にと再度説明があります。

















































